
 

 

 

 

 

    

 
 

◆ 通信制高校ってどんな所？ ◆ 
 みなさんが今、進学先として考えている高等学校は、おそらく全日制高校だと思います。全日制

は、中学校と同じ様に朝から学校に登校して、夕方まで授業を受けて単位を取得する形の高校のことです。   

高校は、授業を受けていれば自動的に進級できる中学校までと異なり、授業に出席し、試験で合格

点を取ることで単位が取得でき、年間で必要な単位を全て取ると進級できる仕組みになっています。 

また、唐津商業高校に設置されている様な定時制高校だと、夕方５時から授業が始まり、定時制のみ

で勉強をするなら４年、佐賀北高校の通信制などを併修するなら３年で卒業に必要な単位が取得できる高

校となります。 

そして、この２つとは別に『通信制高校』というのがあります。『通信制』は、毎日登校する必要はあ

りませんが、高校から送られてくる課題やテストを自宅やオンライン授業などで取り組んで、郵送やパソコン

で送付しながら単位を取得する形式の高校です。まったく登校しなくても良いわけでなく、年に数回

スクーリングと言われる登校日に本校に登校する必要があります。（※学校によっては、週に２～３日や

毎日といった形で地域のキャンパスに通う形の学校もあります。）そして、３年以上をかけて卒業単位を取

得することになります。 

全国的に展開されている高校も多く、佐賀市内や九大学園都市などにもキャンパスがありますので、

比較的通いやすい環境にあると思います。全国的に展開されている『Ｎ高等学校・Ｓ高等学校』、『お

おぞら高校』などは、普通科高校でありながら、様々なコースが設置されていて、プログラミングやイラ

ストなど、自分の興味関心に応じたコースを選択でき、自分のペースで将来につなげられるスキルを

磨いていけます。もちろん県内にも県立の佐賀北高校や私立の敬徳高校にも通信制は設置されてい

ますので、選択肢としては多岐にわたって考えることができると思います。 

しかし、自宅でオンライン授業などを受けるためのパソコンやネット環境の整備や学費が１単位(１

教科)当たりで金額が定められている場合や年間で金額が定められている場合など様々で、全日制高

校や定時制高校よりは若干高額になってきます。また、オンラインで先生方と相談は可能ですが、基

本的に自分で学習に取り組んでいかないといけないため、学習意欲や目的意識がないと続けていくの

が難しくなるケースもありえます。これは、通信制に限った話ではありませんが、高校は、自ら望ん

で学びに行く場所です。高校入学後にどんな事を学びたいのか、高校を卒業した時にどうなりたいのか

について(※ 卒業後にどうなりたいかについては、面接試験で確実に質問される内容になります。) は、どん

なタイプの進学先を選んだとしてもしっかりと考えておくことが大切になります。 

 

◆ おおぞら高校  学校説明・体験会 のお知らせ ◆ 
おおぞら高校(本校は屋久島、佐賀市内や九大学園都市にキャンパスがあります)から学校説明・体験会の案

内が届きましたのでお知らせします。申し込みは、右のＱ-Ｒコードから最寄りのキャンパスを選択して、

予約状況を確認して申し込んでください。説明会は、ほぼ毎日午前と午後に２回ずつ開催されています。 

 ● 九大学園都市キャンパスの５月・６月の体験会 ● 

５月 18日(土) 『ものづくり ～世界にひとつだけのハーバリウムづくり～』 

５月 25日(土) 『ｅスポーツサークル ～ゲーミング PC でプレイしよう～』 

６月 15日(土) 『ものづくり ～レジンクラフト体験～』 

           『プログラミング ～ロボットに指令を出してみよう～』 
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